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す。

　1932年（昭和７年）に我が国初めての「自動列車

停止装置（ATS）」である自動列車停止機（図－２）

を製品化し、東京メトロの銀座線に導入されました。

その後丸ノ内線、大阪市交通局の御堂筋線、名古屋

市交通局の東山線にも導入されました。

図－２　自動列車停止機

　1960年（昭和35年）には、東京都交通局の浅草線

に、我が国初めての速度照査機能付きATSである

１号形ATS装置が採用されました。

　1961年（昭和36年）には、東京メトロ日比谷線（南

千住～仲御徒町間）に我が国初の「自動列車制御装

置（ATC）」であるWS－ATC装置（地上信号機

方式ATC）が導入され、当社が1956年（昭和31年）

に製品化した「AF軌道回路装置」が採用されまし

た。

　1969年（昭和44年）には、東京メトロ千代田線に

CS－ATC装置（車内信号式ATC）が導入されま

した。

　また、1993年（平成５年）には、東京メトロ銀座

線信号設備近代化に伴いデジタルATC装置が採用

され、更なる安全性向上と大幅な運転時間の短縮が

図られました。

　転てつ装置は、1933年（昭和８年）に空気を動力

にした当社の「電空転轍機」（図－３）が大阪市交

通局の御堂筋線に設置されました。

図－３　電空転轍機

　近年では、地下鉄という狭隘な場所への設置や浸

水による被害等を考慮した、薄型で耐水性の高い電

気転てつ機を開発し、国内の地下鉄に数多く導入さ

れ、安全性、保守性の向上に寄与しています。

　連動装置は、1932年（昭和８年）に継電連動装置

を製品化し、国内の地下鉄に多く送り出してきまし

た。

　1984年にはME技術を採用した電子連動装置を製

品化し、東京メトロの有楽町線　和光車両基地に地

下鉄事業者として始めて導入されました。

　近年では、東京メトロを始め公営地下鉄の新線・

更新工事においては、電子連動装置が主流となり、

停車場構内における安全の確保に貢献しています。

　運行管理装置は、大阪市交通局、仙台市交通局に

採用され、朝夕ラッシュ時の安定輸送を提供してい

ます。車庫PRC装置は、東京メトロ、横浜市交通局、

名古屋市交通局等の車両基地に採用され、本線と車

両基地との入出庫運転の効率化に貢献しています。

　近年では、地下鉄のホーム上の安全対策として、

可動式ホーム柵を2000年（平成12年）に製品化し、

東京メトロ千代田線綾瀬駅、北綾瀬駅に導入されま

した。更に、ホームと車両との間隙が広い場所の転

落防止を目的に「可動式ステップ」（図－４）を

2004年（平成16年）に製品化し、東京メトロの丸ノ

内線に導入されました。

図－４　可動式ステップ

　また、2016年（平成28年）には、足元視認性が確

保できる「透過型可動式ホーム柵」を製品化し、東

京メトロ銀座線上野駅に設置され、ホーム上におけ

る安全空間を提供しています。

○最後に
　これからも、（一社）日本地下鉄協会はじめ関連

企業の皆様と共に、地下鉄事業に向けて、「先進の

技術」と「高い品質」を通じて安全と安心を創造し、

進化させ、新たな価値を提供してまいります。

064-賛助会員だより-京三製作所.indd   65064-賛助会員だより-京三製作所.indd   65 2016/08/10   14:38:032016/08/10   14:38:03



66

○創立
　昭和４年 (1929年 )に鉄道信号機器の製造・修理・

販売を目的として、東京市大森（現：東京都大田区）

の地に創業し、昭和19年 (1944年 )の戦時統合を経て、

昭和24年 (1949年 )に東京都中央区に本社を、福島県

石川郡浅川町に浅川工場（現：浅川事業所）を生産

拠点として大同信号株式会社を創立しました。

　創立当時は、戦後復興のために課せられた輸送力

増強という使命に対し、通票閉塞器の製造・修理と

いう地道な仕事からはじめ、鉄道の安全・安定輸送

を支える鉄道信号総合メーカとなることを目指して

歩み続け、今日の大同信号があります。

　平成24年（2012年）には本社所在地を港区へ移転

し、主力工場である浅川事業所との業務連携の向上

や、営業活動における業務の効率化を図り、販売管

理体制の強化につなげました。

○企業概要
商 号：大同信号株式会社

　　　　　　Daido Signal Co.,Ltd.

創 立：昭和24年 (1949年 )12月20日

本社所在地：東京都港区新橋６ -17-19

　　　　　　新御成門ビル

代 表 者：代表取締役社長　　今井　徹

資 本 金：15億３万９千950円

従 業 員 数：513名（2016年３月31日）

ロ ゴ：

○事業紹介
　大同信号は鉄道信号事業を中心に企業活動を推進

し「安全で信頼性の高い製品と質の高いサービスを

提供し、より快適な社会の実現に寄与する」という

企業理念のもと、長年培ってきたフェールセーフ技

術を駆使しながら、ATC/TD装置、電子・継電連

動装置、CTC・PRC装置等の列車運行に不可欠な

各種鉄道信号保安システムをお客様へ納入してまい

りました。また、当社ならではの発想と独自の技術・

ノウハウを、鉄道という領域を超えた産業機器分野

にも展開しており、「モノづくり企業」として幅広

く世の中の「安全」に寄与しています。

○製造拠点案内
　浅川事業所 (写真 -１）は、当社製造拠点の要と

して全従業員513名のうち半数近くが勤務していま

す。また甲府地区 (山梨県中央市　写真 -２）を、

浅川事業所につづく第二の製造拠点として開設し、

生産体制の強化を図っています。

写真－１　浅川事業所

写真－２　甲府地区

営業本部

　大同信号株式会社
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○技術紹介
　大同信号は日本で初めてATC装置の開発に成功

しました。昭和36年（1961年）に国内初の使用開始

となった帝都高速度交通営団　日比谷線　南千住～

仲御徒町間（現：東京地下鉄株式会社）に、本装置

を納入しています。また、昭和60年（1985年）には

国内初の本格的な電子連動装置を、日本国有鉄道　

東海道本線　東神奈川駅（現：東日本旅客鉄道株式

会社）にも納入いたしました。

　近年ではお客様の設備更新に合わせて、それぞれ

の線区に応じた信号システム（ATC／TD装置、連

動装置、モニタ装置、各種合図器類）を納入し、ダ

イヤの高密度化・列車の高速化が進む都市圏の鉄道

輸送を支えています。

　

○ 都市圏における大同信号の鉄道信号保安シス
テム

　当社が納入した都市圏における鉄道信号保安シス

テムを次の図で紹介します。

○主な製造製品
【システム製品】

ATC/TD装置、電子・継電連動装置、CTC・PRC

装置、車両基地PRC装置

【信号機器製品】

ME式軌道回路装置（SMET）、信号用ﾘﾚｰ、軌道回

路用品

【通信機器製品】

非常停止合図器、出発合図器、戸閉合図器各種

【踏切保安機器】

踏切障害物検知装置、踏切しゃ断機、踏切制御装置

【設備監視装置】

集中監視装置、状態監視装置、信号用ﾓﾆﾀ各種

【産業機器分野】

ｴﾈﾙｷﾞｰ監視ｼｽﾃﾑ、ﾌﾟﾗﾝﾄ制御装置、骨伝導ﾍｯﾄﾞﾎﾝ

○おわりに
　次世代の鉄道がより安全・安定かつ信頼性の高い

輸送機関として社会に貢献していくために、大同信

号は常に未来を見据え、より安全で信頼性の高い鉄

道信号保安システムの実現を目指してまいります。

都市圏における大同信号の鉄道信号保安システム
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○企業紹介とシンボルマーク
　当社は1947年（昭

和22年）に設立され

た不動建設株式会社

の土木、地盤改良部

門 と1961年（ 昭 和36

年）設立の株式会社

テ ト ラ が2006年10月

に合併し、商号を株式会社不動テトラと変更して現

在に至っています。

　シンボルマークは、不動建設（Ｆ）とテトラ（Ｔ）

が融合し、進化していく「不動テトラ」の新しい姿

を象徴しています。マークの水平に広がる３本のラ

インは、土木、海洋、地球環境という新会社のドメ

インとともに、新しい技術を追求し提供する先進性、

お客様や社会のニーズ・地球環境保全に素早く応え

るフットワーク、両社のネットワーク・コミュニケー

ションによる交流で活性化する創造性を表します。

Ｔを形作る左の矩形は、新生「不動テトラ」が人と

地球との共生の未来に向け、新たな付加価値を提案

発信していくことを表現しています。

○企業概要
商　　号：株式会社不動テトラ

本　　社：東京都中央区日本橋小網町７番２号

創　　業：1947年（昭和22年）１月28日

資 本 金：50億円

代 表 者：代表取締役社長　竹原　有二

従業員数：721名（2016年３月31日現在）

経営理念：

・豊かで安全・安心な国土づくりに貢献します

・ あらゆる変化を進化に換えて未来に向かって歩み

続けます

・  世代を超えて生き続ける独自の技術を提供します

経営方針： 土木、地盤改良、ブロックの３事業が協調

し、海に陸に、持続的な成長を目指します。

○地下鉄事業への取組み
　地下鉄事業には、1976年に大阪市の地下鉄２号線

（谷町線）工事において初めて参入し、東京では

1983年に帝都高速度交通営団（当時）から受注した

８号線（有楽町線）工事が初となりました。その後、

日本全国の都市で地下鉄の建設に携わり、地下鉄交

通網の整備の一端を担いました。

　近年では、昨年（2015年）12月６日に開業した仙

台地下鉄東西線において、卸町工区、薬師堂工区、

亀岡トンネルの３工事にJVとして参画しました。

＜仙台地下鉄東西線の実績＞

立坑からの山岳トンネル発進（亀岡トンネル）

卸町工区のシールド機

○日本地下鉄協会での活動
　社団法人日本地下鉄協会には、リニアメトロ推進

本部の会員として参画し、「次世代リニアメトロ開発

検討WG」、「地下鉄網を活用した物流システム構築

に関する検討WG」のメンバーとして活動しています。

土木事業本部技術部　担当部長
淺田浩司

　株式会社不動テトラ
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関西５私鉄と歴史街道推進協議会の共同キャンペーン

第３回「関西５私鉄スタンプラリー」を
開催 !

 近畿日本鉄道㈱
 南海電気鉄道㈱
 阪急電鉄㈱
 阪神電気鉄道㈱ 
 京阪電気鉄道㈱ 
　　　　　　　　　　　　　　　  歴史街道推進協議会

・各社沿線に設置したスタンプラリーポイントで、専用
台紙にスタンプを集め、スタンプ数により各コースに応
募いただいた方を対象に、抽選で５私鉄沿線ゆかりの素
敵な賞品15種類を総計200名にプレゼントします。
・各スタンプポイントは「パワースポット」「伝統産業」「食・
グルメ」「武将・偉人」のジャンルがあり、ジャンルごと
に巡ることも、自由に巡ることもできます。20か所にス
タンプを設置してあり、お好みによりスタンプが集めら
れます。
　関西５私鉄と歴史街道推進協議会は、７月１日（金）
から10月２日（日）まで、各社の沿線にある歴史街道の
名所を巡るスタンプラリー「関西５私鉄スタンプラリー
歴史街道おすすめスポット巡り」を開催しています。
　これは、平成23年度から関西５私鉄と歴史街道推進協
議会が共同で実施しているキャンペーン「歴史街道めぐ
り」の第６弾となるものです。
同キャンペーンは、各社沿線の旧街道に残る歴史的・文
化的資源に着目し、各社の鉄道グッズ、沿線特産品も含
め相互にPR、アピールすることで、沿線価値の向上およ
び活性化につなげるとともに、相互の集客をめざすもの
です。
　概要は別紙のとおりです。　      

＊詳細は、以下の特設情報サイトでご覧下さい。
歴史街道ホームページ内に特設情報サイトを設け、随時
情報発信を行っています。
また、リーフレットに掲載の情報や、紙面の都合上掲載
できなかった情報もご紹介するほか、
スタンプラリー台紙もご入手いただけます。
（URL）http://www.rekishikaido.gr.jp/gositetu/

▲リーフレット表紙 ▲リーフレット商品面
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スマートフォンゲーム
「Pokemon Go」に関わる要請書の提出

一般社団法人　日本地下鉄協会

TOPICS
MEMBERSHIP

会員だより
各事業者の情報から当協会が編集しています

　

　去る７月26日 (火 )に、全国の鉄道事業者23社と

(一社 )日本地下鉄協会は連名で、スマートフォン

ゲーム「Pokemon GO」に関し、鉄道利用者の安

全確保などの観点から、鉄道施設内でキャラクター

が出現しないようにゲームを設定するなど４項目に

ついて、関係事業３社に対し要請書を提出しました。

<要請書・記者発表資料>
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おかげさまで地下鉄開業35周年！！

福岡市交通局

　昭和56年７月26日、福岡市地下鉄は、九州初の地

下鉄として室見駅から天神駅の間で開業しました。

以来35年間、どなたにでも快適に安心して利用でき

る公共交通機関として、延べ36億人のお客様にご乗

車いただきました。

　開業以来、空港への乗り入れや七隈線の開業など

路線の拡大とともに、はやかけんの導入やユニバー

サルデザインへの取組など、お客様サービスの向上

に努め、現在の１日当たりのご利用者数は、開業当

初の４万人余りから44万人を超えるほどまでに成長

してきています。

　特に27年度のご利用者数は、過去10年間で最大の

増加となる対前年度比約５．０％の伸びとなりまし

た。

　これまで地下鉄の発展にご貢献・ご支援をいただ

きました関係者の方々をはじめ、多くの利用者の皆

様に心から感謝を申し上げます。

　今後ますます利便性を向上させ、多くの皆様に、

環境にやさしい地下鉄をご利用いただくため、平成

32年度の開業を目指して七隈線延伸事業を進めてい

ます。

　また、秋には、家族で利用できる乗車券やアクティ

ブシニアを対象とした定期券などを発売します。

これからも、安全を最優先に快適・便利で市民の皆

様に親しまれる地下鉄となるよう、サービスの向上

に努めてまいりますので、引き続き皆様のご支援を

お願いいたします。

70

地下鉄博物館開館30周年記念イベントを開催

　　　　　　　　　公益財団法人 メトロ文化財団

　地下鉄博物館は、1986年７月12日、東西線葛西駅

高架下に開館し、今年で開館30周年を迎えました。

今年２月には総来館者数400万人を突破。長年にわた

るご愛顧への感謝の気持ちを込めて、2016年７月12

日（火）より、銀座線01系車両の展示や地下鉄博物

館開館30周年記念展、開館30周年記念プレミアムグッ

ズの限定販売など、様々なイベントを催しました。

　また入館者には先着でオリジナル記念ピンバッジ

をプレゼント！しました。

　なお、「地下鉄博物館30周年記念展」は８月21日

まで、「葛西周辺の今昔写真展」は９月４日まで実

施しています。

【実施した主な開館30周年記念イベント】

・銀座線01系車両　運転台カットモデルの展示開始

・ 各種記念イベント開催 (詳細は博物館HPで )

・記念グッズ及び記念乗車券販売

・地下鉄博物館30周年記念展（８月21日まで）

・葛西周辺の今昔写真展（９月４日まで）

【アクセスマップ】

▲ 地下鉄博物館開館30周年記
念ポスター

◀ 記念ピン
バッチ

◀ 記念冊子「地
下鉄博物館30

年の歩み」
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エスカレーター
「みんなで手すりにつかまろう」
キャンペーンの実施について

60社局

　お客様に駅などのエスカレーターを安全にご利用いただく
ために、2016年７月19日（火曜日）から、全国の鉄道事業者
51社局、商業施設、森ビル、羽田空港、成田空港、一般社団
法人日本民営鉄道協会、一般社団法人日本地下鉄協会、一般
社団法人日本エレベーター協会、川崎市、千葉市と共同で、
エスカレーターの安全利用を呼びかけるキャンペーンを実施
しています。
　昨今駅などにおいては、お客様がエスカレーターをご利用
になる際に、ご自身でバランスを崩して転倒されたり、駆け
上がったり駆け下りたりした際に他のお客様と衝突し転倒さ
せるなどの事象が発生しています。また、エスカレーターで
歩行用に片側をあける習慣は、片側をあけて乗ることのでき
ないお客様にとって危険な事故につながる場合もありますの
で、全てのお客様が安心してエスカレーターを利用できるよ
う「みんなで手すりにつかまろう」などの呼びかけを実施し
ています。
　なお、ポスターの制作にあたっては国土交通省および消費
者庁からの後援を受けており、詳細は下記のとおりです。

１．キャンペーン期間
　　2016年７月19日（火曜日）から８月31日（水曜日）まで
２．実施事業者
　 　全国鉄道事業者51社局、商業施設、森ビル、羽田空港、
成田空港、一般社団法人日本民営鉄道協会、一般社団法人
日本地下鉄協会、一般社団法人日本エレベーター協会、川
崎市、千葉市

３．後援
　　国土交通省、消費者庁
４．キャンペーン内容
　 　ポスターの掲出、ディスプレイ広告の掲載、ポケット
ティッシュ配布など

「暴力行為防止ポスター
『パトロールトレイン』」
キャンペーンの実施について

鉄道事業者共同PR

　日本民営鉄道協会、JR北海道、JR東日本、JR東海、JR
西日本、JR四国、JR九州、東京都交通局、横浜市交通局、
名古屋市交通局、大阪市交通局、福岡市交通局、東京モノレー
ル、ゆりかもめ、首都圏新都市鉄道、北総鉄道、横浜シーサ
イドライン、愛知環状鉄道では、この度、共同で「暴力行為
防止ポスター『パトロールトレイン』」を制作し、平成28年７
月８日（金）から、各社の駅構内、列車内に掲出いたしました。
　この取り組みは、駅や列車内における駅係員や乗務員など
の鉄道係員への暴力行為や、お客様同士のトラブルに対し、
各鉄道事業者が連携して、防止を呼びかけるものです。暴力
被害件数の減少を図り、お客様に、より安全に、安心して鉄
道をご利用いただける環境を実現していくことを目的として
おります。（詳細は次のとおりです。）
　なお、ポスターの制作にあたっては、警察庁および国土交
通省からの後援を受けております。

記
１．タイトル
　　「パトロールトレイン」
２．掲出期間
　 　平成28年７月８日（金）から平成28年９月７日（水）ま
での２ヶ月間

３．ポスターで訴求するポイント
　 　パトカーをモチーフとした電車を描くことにより、警察
の存在を連想させ、暴力行為が犯罪であることを強調する
ことで、暴力行為を未然に防ぐ効果を期待しています。そ
して、社会的に許されない暴力行為に対して鉄道業界全体
が結束して、毅然とした態度で対応することを強く訴えま
す。

４．事業者数84社局
　 　（日本民営鉄道協会加盟会社・JR６社・東京都交通局・
横浜市交通局・名古屋市交通局・大阪市交通局・福岡市交
通局・東京モノレール・ゆりかもめ・首都圏新都市鉄道・
北総鉄道・横浜シーサイドライン・愛知環状鉄道）

５．掲出枚数
　　駅構内 約7,500枚・列車内約61,000枚

ポスター ポスター

地下鉄有線・無線 ★地下鉄情報★
各社の情報から編集
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●平成28年第２回理事会の開催

日　時：平成28年５月12日（木）

場　所：（みなし決議）

内　容： 　今回の理事会では、書面によるみなし決

議のため、全理事と監事２名に対し、会長

が提案した議案等に対して審議が行われ

た。

　　　　 　議案として①平成27年度事業報告（案）、

②平成27年度計算書類（案）、③平成27年

度公益目的支出計画実施報告書（案）、④

補欠役員の選任（案）について審議いただ

き、全員の賛成により議決されました。（み

なし決議）

●「広報調査検討委員会」の開催

日　時：平成28年５月23日（月）13：30～

場　所：協会５階会議室

内　容： 　当協会の広報活動に関する課題の一つで

ある地下鉄等の普及発展、利用促進、マナー

啓発について、調査・検討を行うため、設

置したものであり、12地下鉄事業者、15名

の参加を得て、広報活動に関する諸方策に

ついて、検討協議した。

　　　　 　特に、本年度の広報活動で、引き続き日

本宝くじ協会からの助成事業に係る「マ

ナーポスター」の作成等について協議し、

「広報の啓発・制作部会」の開催も決定した。

●平成28年第３回理事会の開催

日　時：平成28年５月26日（木）15：00～

場　所：弘済会館

内　容： 　今回の理事会では、先の第２回理事会（書

面によるみなし決議）の報告案件などを審

議するため、理事と監事が出席し、副会長

（東武鉄道㈱社長　根津嘉澄氏）が議長と

なり、議案等の審議が行われた。

　　　　 　議案として①平成27年度事業報告（案）、

②平成27年度計算書類（案）、③平成27年

度公益目的支出計画実施報告書（案）、④

補欠理事の選任（案）及び⑤代表理事の職

務執行状況について審議いただき、全員の

賛成により承認されました。

●平成28年度通常総会の開催

日　時：平成28年５月26日（木）16：00～

場　所：弘済会館

内　容： 　今回の総会には、附議する案件として①

平成27年度事業報告（案）、②平成27年度

計算書類（案）、③平成27年度公益目的支

出計画実施報告書（案）、④平成28年度の

会費の額及び納付の方法（案）、⑤補欠の

役員の選任（案）等について審議いただき、

いずれの案件も原案どおり議決されまし

た。

●平成28年第４回理事会の開催

日　時：平成28年５月26日（木）17時00分～

場　所：弘済会館

内　容： 　今回の理事会では、議案として①補欠の

代表理事の選任（案）について審議いただ

き、副会長に山手　斉氏（東京都交通局長）、

専務理事に波多野　肇氏（日本地下鉄協会）

を選定し、閉会した。

　　　　＊ 変更後の役員名簿は、別紙のとおりであ

る。

●「第９回土木部会」を開催

日　時：平成28年７月１日（金）14:00～

場　所：協会５階会議室

内　容： 地下鉄施設等の保守、維持に関する研究会

の「第９回土木部会」は、11地下鉄事業者

業 務 報 告
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27名が参加し、「構築保全の現状と課題」

について、札幌市、京都市及び仙台市各交

通局から報告があり、続いて東京メトロか

ら「ipad」を活用した「構築維持管理」

のその後の現状について報告がありまし

た。これらの報告に対し熱心な議論が交わ

された。

　　　　

●「広報の啓発・制作部会」を開催

日　時：平成28年７月13日（水）14：30～

場　所：協会９階会議室

内　容： 　去る５月の「広報調査委員会」のの協議

を受け、「広報の啓発・制作部会」を開催し、

本年度制作の「マナーポスター」のプレゼ

ンテーションが行われた。

　　　　 　このプレゼンテーションには、４社が参加

し、部会メンバー８名により、各社のプレゼ

ンを受けて、厳正なる審査の上、平成28年

度の「マナーポスター」の原案を決定した。

●全国地下鉄輸送人員速報の公表

○５月31日に、３月・速報値

○６月23日に、４月・速報値

○７月22日に、５月・速報値

　をそれぞれ国土交通記者会等に配布し、公表しま

した。

●第25回リニアメトロ研究会の開催

日　時：平成28年７月8日（金）14：00～

場　所：弘済会館

内　容： 　「リニアメトロ研究委員会」は、リニア

メトロの実用化促進方策等に調査審議する

とともに、リニアメトロの更なる発展に向

け、新技術導入等の研究開発を円滑に推進

することを目的に、平成元年７月に設置さ

れ、その後毎年１回のペースで開催してい

る。

● 「平成29年度予算概算要求前の予算重点要

望活動」を実施

　平成28年７月20日（水）16時30分から髙島宗一郎

会長が、平成29年度予算概算要求前の予算重点要望

活動を実施し、国土交通省の武藤事務次官、奥田鉄

道局長並びに総務省の佐藤事務次官、黒田自治財政

局長などに対し、要請活動を行いました。また、翌

21日には、会長代理として、阿部理事（福岡市交通

局長）が、環境省の総合環境政策局松本環境計画課

長等に対し、要望活動を行いました。

●「職員の安全教育に関する研修会」を開催

日　時：平成28年７月21日（木）13：50～

場　所：東京地下鉄㈱総合研修訓練センター

内　容： 　本年４月に開館した東京地下鉄㈱総合研

修訓練センターにおいて、会員19社35名の

職員の参加を得て、「職員の安全教育に関

する研修会」を開催しました。

　　　　 　過去の事故事例等の教訓に学ぶことを目

的に同センター内に設けられた「安全繋想

館」において、実際に東京メトロで社員向

けに実施されている安全教育の一部を体験

するとともに、車両運転・車掌業務シミュ

レータや、実際に地下鉄車両が発着できる

模擬駅ホームなどを見学した。

●「平成28年第５回理事会の開催

日　時：平成28年7月27日（水）

場　所：（みなし決議）

内　容： 　今回の理事会では、書面によるみなし決

議のため、全理事、監事に対し、会長が提

案した議題に対して審議した。

　　　　　議案は、辞任した理事と監事各1名の補

　　　　 欠の理事と監事を選任する総会を開催する

ことの提案について審議され、全員の賛成

により議決されました。（みなし決議）

●「第４回電力部会」を開催

日　時：平成28年８月19日（金）14：00～

場　所：協会５階会議室

内　容： 　地下鉄施設等の保守、維持に関する研究

会の「第４回電力部会」は、９地下鉄事業

者17名が参加し、「電力貯蔵装置」をテー

マに、鉄道総研の講義及び各事業者の課題

やその解決手法等について熱心に議論が交

わされた。
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　国土交通省、総務省及び公営地下鉄関係事業者の人事異動につきましては、当協会ホームページ「協会ニュー

ス」の「地下鉄短信（第238号）」（総務省人事（5/27付））、「地下鉄短信（第240号）」（総務省人事（6/17付））、

「地下鉄短信（第241号）」（国土交通省及び総務省人事（6/21付））、「地下鉄短信（第242号）」（国土交通省人事

（6/22・24付））、「地下鉄短信（第243号）」（国土交通省人事（6/28付））、「地下鉄短信（第244号）」（国土交通省、

総務省及び東京都交通局人事（7/1付））、「地下鉄短信（第246号）」（国土交通省人事（7/8付））、「地下鉄短信（第

248号）」（総務省人事（7/20付））をご覧ください。

人事だより

役　員　名　簿
 （平成28年６月10日現在）

会　　長　　髙　島　宗一郎　　（福岡市長）

副 会 長　　奥　　　義　光　　（東京地下鉄㈱代表取締役社長）

〃 　　山　手　　　斉　　（東京都交通局長）　　　

〃 　　根　津　嘉　澄　　（東武鉄道㈱代表取締役社長）

理　　事　　相　原　重　則　　（札幌市交通事業管理者、交通局長）

〃 　　加　賀　生　雄　　（横浜市交通事業管理者、交通局長）

〃 　　山　本　耕　治　　（京都市公営企業管理者、交通局長）

〃 　　佐　藤　一　郎　　（神戸市交通事業管理者、交通局長）

〃 　　阿　部　　　亨　　（福岡市交通事業管理者、交通局長）

〃 　　西　城　正　美　　（仙台市交通事業管理者、交通局長）

〃 　　太　田　朝　道　　（東日本旅客鉄道㈱常務執行役員、運輸車両部長）

〃 　　星　野　晃　司　　（小田急電鉄㈱専務取締役、執行役員）

〃 　　野　村　欣　史　　（阪急電鉄㈱常務取締役）

〃 　　金　子　　　栄　　（東葉高速鉄道㈱常務取締役）

〃 　　森　地　　　茂　　（政策研究大学院大学特別教授 政策研究センター長）

〃 　　黒　川　　　洸　　（一般財団法人　計量計画研究所 代表理事）

〃 　　林　　　敏　彦　　（一般社団法人　公営交通事業協会　理事）

〃 　　藤　井　角　也　　（一般社団法人　日本民営鉄道協会　常務理事）

専務理事　　波多野　　　肇　　（一般社団法人　日本地下鉄協会　専務理事）

監　　事　　中　島　宗　博　　（埼玉高速鉄道㈱取締役鉄道統括部長）

〃 　　郭　　　記　洙　　（税理士　郭税理士事務所）
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表２ 表３



主要記事主要記事
■巻頭随想■巻頭随想
　広島高速交通株式会社　　広島高速交通株式会社　
　　代表取締役社長　濱本康男　　代表取締役社長　濱本康男
■解説　■解説　
　・ 交通政策審議会答申「東京　・ 交通政策審議会答申「東京
圏における今後の都市鉄道圏における今後の都市鉄道
のあり方について」のあり方について」

　・ 都市再生特別措置法等の一　・ 都市再生特別措置法等の一
部を改正する法律の概要に部を改正する法律の概要に
ついてついて

■地下鉄建設の歴史■地下鉄建設の歴史
　　～東京の地下鉄を中心として～～東京の地下鉄を中心として～
　　  　　  （公財）メトロ文化財団 地下鉄博物館（公財）メトロ文化財団 地下鉄博物館
■特集　■特集　
　地下鉄の「　地下鉄の「まま

・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・

ごころごころ」を考える」を考える
　　　　東京地下鉄株式会社東京地下鉄株式会社
　　　　大阪市交通局大阪市交通局
　　　　福岡市交通局福岡市交通局
　　　　京都市交通局京都市交通局
■ヒューマンヒストリー■ヒューマンヒストリー
　 地下鉄の発展につくした人びと　 地下鉄の発展につくした人びと
　　「關　一」編　　　「關　一」編　
■歴史シリーズ■歴史シリーズ
　 　 「鉄道開業100年の歴史を超えて」「鉄道開業100年の歴史を超えて」
　　　　山陽電気鉄道株式会社山陽電気鉄道株式会社
■車両紹介■車両紹介
　　　　神戸電鉄株式会社神戸電鉄株式会社
■沿線散策■沿線散策
　　　　神戸市交通局神戸市交通局
■賛助会員だより■賛助会員だより
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